
   2009年12月から2011年1月にかけての霧島山周辺の
ＧＰＳ観測点(国土地理院，気象庁，(独)防災科学技術研
究所）による地殻変動データから，山体の膨張の原因とな
っている変動源をインバージョン解析で推定した．(●は変
動源の位置）． 
   今資料は複数のモデルから、他機関の報告等とも整合
する西側の変動源を深さ7.5kmとするモデル(本図)を膨張
源推定結果の代表的モデルとして採用している。 
   なお、膨張量の推定に当たっては、2009年12月から
2011年1月までの全期間を通算してデータが利用できる
観測点が少ないため、2010年5月を境に前期・後期の2期
間に分割して計算を行い、2期間での合計膨張量と、全期
間を通算して計算した膨張量を比較して、その信頼性を確
認した。推定された膨張量の合計はほぼ一致し、2009年
12月から噴火前の2011年1月までのマグマ蓄積量は約
15百万m  と推定される。 

「新燃山頂」，「高千穂」，「高千穂峰」，「御池」，「霧島高原」は気象庁の
GPS観測点です． 
その他の観測点は国土地理院の電子基準点です． 
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国土地理院

霧島統合地区 モデル計算 (水平)

霧島統合地区 モデル計算 (上下)

2009年12月～2011年1月

全期間の膨張量合計：約15百万㎥


